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六
章

長
崎
街
道
沿
い
の
蜂
火
台



第
六
章
長
崎
街
道
沿
い
の
蜂
火
台

近
世
の
肥
前
に
は
長
崎
・
蜂
火
山
か
ら
佐
賀
鍋
島
領
に
伝
達
さ
れ
る
蜂
が
あ
っ
た
。

ほ
か
に
琴
ノ
尾
岳
か
ら
大
村
領
内
に
伝
達
さ
れ
る
峰

（『
大
村
郷
村
記
」
）
も
あ
っ
た
。

他
に
も
平
戸
藩
領
内
の
蜂
や
、
藩
以
外
に
も
捕
鯨
に
利
用
さ
れ
る
蜂
な
ど
多
数
が
あ
っ

た
。
以
下
で
は
長
崎
街
道
沿
い
の
佐
賀
領
・
蜂
に
つ
い
て
述
べ
る
。

（
ご
古
代
と
近
世
の
蜂
火

古
代
の
肥
前
国
風
土
記
に
蜂
弐
拾
所
と
あ
っ
て
、
各
郡
ご
と
に
所
在
の
数
が
書
か
れ

て
い
る
。

養
父
郡
一
神
埼
郡
一

郡
三
高
来
郡
五

峰
の
所
在
な
し
一
基
臨
時
郡
・
杵
島
郡

松
浦
郡
八

（摺
振
峯
）

藤
津
郡
一
彼
杵

小
城
郡

長崎街道沿いの蜂火台

近
世
の
佐
賀
藩
が
使
用
し
た
蜂
（
蜂
火
・
狼
煙
）
の
う
ち
、
文
献
に
よ
り
明
確
な
朝

ひ
の
く
ま

日
山
（
養
父
郡
、
日
限
と
も
い
っ
た
）
、
日
ノ
隈
山

（神
埼
郡
）
の
二
つ
は
、
郡
所
在

の
蜂
火
台
の
数
が
古
代
の
『
風
土
記
」
記
載
も
各

一
で
一
致
す
る
。
古
代
西
海
道
の
道

筋
に
近
く
、
古
代
以
来
の
使
用
と
推
定
さ
れ
る
。
古
代
俸
は
東
シ
ナ
海
に
直
面
す
る
野

母
崎
や
松
浦
郡
沿
岸
か
ら
肥
前
回
庁
へ
、
そ
し
て
さ
ら
に
大
宰
府
に
継
ぐ
も
の
で
あ
っ

た
か
ら
、
近
世
の
東
シ
ナ
海
沿
岸
か
ら
長
崎
奉
行
所
、
そ
こ
よ
り
背
後
の
蜂
火
山
を
経

て
、
佐
賀
城
下
、
あ
る
い
は
福
岡
城
下
に
連
絡
す
る
経
路
に
一
致
す
る
部
分
が
あ
っ
た
。

小
城
郡

一
、
藤
津
郡
一
と
あ
る
。
小
城
郡
の
古
代
蜂
は
両
子
山
（
三
三
人

m
）
所
在

と
さ
れ
て
い
る
（
岩
波
古
典
文
学
大
系
『
風
土
記
』
な
ど
）
。
し
か
し
両
子
山
だ
と
さ
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れ
る
嬢
子
山
を
『
風
土
記
』
は
杵
島
郡
と
す
る
。

佐
留
志
に
近
世
燥
が
あ
っ
た
。
佐
留
志
は
杵
島
郡
で
あ
る
。
候
補
地
が
二
ヶ
所
あ
っ

て
、
以
下
に
述
べ
る
御
用
場
は
小
城
郡
界
に
隣
接
す
る
が
杵
島
郡
で
、
も
う
一
ヶ
所
は

両
郡
の
郡
境
に
あ
っ
た
か
ら
、
小
城
郡
所
属
と
も
い
え
る

（＊
小
城
郡
と
杵
島
郡
の
郡

界
は
昭
和
に
な
っ
て
も
江
口
・
正
徳
が
牛
津
町
砥
川
か
ら
江
北
町
惣
領
分
に
な
る
な
ど

変
更
が
あ
っ
た
）
。

藤
津
郡
は
風
早
を
指
す
の
な
ら
、
古
代
・
近
世
に
共
通
す
る

（『
太
良
町
誌
』
は
も

う

一
つ
の
説
と
し
て
、
大
浦
道
越
「
日
の
辻
山
」
も
紹
介
す
る
）。

近
世
の
蜂
場
に
は
遠
目
金
や
望
管
な
ど
が
装
備
さ
れ
て
い
た

（『
蜂
山
日
記
』
ほ
か
）。

よ
っ
て
蜂
聞
の
距
離
が
伸
び
て
、
俸
の
数
も
減
少
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
で

は
な
く
、
基
本
は
あ
く
ま
で
視
認
で
あ
っ
て
、
相
互
の
視
認
が
可
能
な
距
離
は
、
古
代
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も
近
世
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

配
置
さ
れ
た
人
員
は
古
代
に
は
蜂
長
二
名
、
峰
子
四
人
で
あ
っ
た
（
蜂
長
は
蜂
全
体

の
管
理
者
か
）
。
近
世
の
場
合
は
亀
井
昭
陽
『
峰
山
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
福
岡
藩
で
は
各

蜂
に
峰
子
三
人
（
昭
陽
も
そ
の

一
人
）
、
他
に
蜂
僕
一
人
、
蜂
隷

一
人
が
配
置
さ
れ
て

い
た
。な
お
狼
煙
番
人
・
加
番
人
に
は
、
士
分
で
は
な
く
、
蜂
火
山
の
あ
る
山
が
所
在
す
る

村
の
村
人
が
あ
た
っ
た
（
後
述
文
化
三
一
年
（
一
八
三
O
）
記
事
・
多
良
岳
小
峰
・
風

早
に
は
湯
江
村
・
糸
岐
村
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
た
る
）
。
彼
ら
が
蜂
僕
・
蜂
隷
に
相
当
す
る

と
思
わ
れ
る
。

任
務
遂
行
に
必
要
な
人
員
は
、
古
代
と
近
世
と
で
若
干
の
差
は
あ
る
が
、
極
端
に
異

な
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
古
代
も
近
世
も
蜂
の
規
模
、
つ
ま
り
視
認
で
き
る
煙
の
大

き
さ
は
同
程
度
で
あ
ろ
う
と
推
測
で
き
る
。

（
二
）
く
り
か
え
さ
れ
る
蜂

蜂
は
運
営
維
持
に
莫
大
な
経
費
が
か
か
っ
た
。
よ
っ
て
軍
事
的
緊
張
が
な
く
な
れ
ば
、

使
わ
れ
な
く
な
る
。
蜂
が
機
能
し
な
い
時
は
、
白
帆
注
進
は
徒
歩
（
走
行
）
で
の
連
絡

と
し
た
。
光
通
信
た
る
蜂
を
使
わ
な
い
と
き
は
、
使
者
が
交
代
で
走
っ
た
。
三
里
飛
脚

は
一
時
（
二
時
間
）
に
三
里
（

一
二
回
）
を
走
り
（
時
速
六
回
）
、
無
時
走
り
は
三
O

里
を
六
時
で
走
っ
た
と
あ
る
（
時
速

一
O
M）
。
無
時
走
り
も
逓
信
（
引
き
継
ぎ
）
で
あ
っ

て
、
走
者
は
交
代
し
た
は
ず
で
あ
る
。

以
下
・
仮
年
表
を
参
照
し
な
が
ら
、
休
止
・
復
活
の
繰
り
返
し
を
見
て
お
く
。

寛
永
一
五
年
（
一
六
三
九
）
島
原
の
乱
後
に
、
野
母
村
・
日
野
山
、
権
現
山
に
遠

見
番
所
、
長
崎
村
斧
山
に
蜂
火
所
を
置
く
。

万
治
二
年
（

一
六
五
九
）
遠
見
番
を
置
く
。

寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
蜂
火
を
取
り
や
め
る
（
『
吉
茂
公
譜
」
一
八
八
頁
）

享
保
四
（
一
七

一
九
）
蜂
の
再
設
置
に
向
け
て
調
査
開
始
。
こ
の
間
は
廃
止
さ
れ

て
い
た
。
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
二
月
、
燐
火
番
を
廃
止
。

寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
多
良
岳
蜂
火
に
つ
い
て
巡
見
使
が
尋
ね
、
蜂
火
山
で
あ

る
と
回
答
が
あ
っ
た
（
『巡
見
録
』
長
崎
県
地
方
史
だ
よ
り
。
山
部
淳
報
告
）
。

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
よ
り
以
前
五
ヶ
所
狼
煙
場
・
風
早
山
、
筒
名
岳
・
佐
留

志
山
ノ
上
、
日
隈
山
・
岩
田
ノ
上
、
朝
日
山
・
安
郎
ノ
上
（
『佐
嘉
繁
盛
記
』
）

文
化
五
年
（
一
八
O
八
）
八
月
フ
ェ

1
ト
ン
号
事
件
（
長
崎
奉
行
自
決
・
佐
賀
藩

主
閉
門
、
家
老
切
腹
）

同
年
一

O
月
ふ
た
た
び
蜂
火
山
番
所
を
置
く
。

文
化
六
年
（
一
八
O
九
）
正
月
お
よ
び
四
月
に
蜂
火
山
に
燐
火
を
試
揚
す
る
。

文
化
六
j
七
（
一
八
O
九
j

一
O
）
年
、
福
岡
藩
蜂
火
番
を
置
く
『
峰
山
日
記
」
。

文
化
八
年
湯
江
小
峰
で
野
焼
き
の
た
め
二
0
日
間
、
俸
を
停
止
（
『
諌
早
日
記
』

二

月
七
日
条
、
上
掲
・
山
部
淳
報
告
）

文
化
一
一
一
年
（
一
八

一
五
）
湯
江
村
庄
屋
・
糸
岐
村
庄
屋
、
蜂
所
番
人
・
加
番
人
手

当
下
付
願
、
一
人
一
日
赤
米
五
合
（
上
掲
・
山
部
淳
報
告
所
引
ふ
す
ま
裏
文
書
）
。

文
化
二
一
年
（
一
八

一
五）

一
O
月
、
俸
を
廃
す
。

天
保
八
年
（
一
人
三
七
）
白
帆
注
進
に
変
え
た
（
諌
早
市
史
、

二
ー
二
三
九
頁
）
。
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享
保
四
（
一
七
一
九
）
の
記
録
『
吉
茂
公
譜
』
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

蜂
を
使
用
す
れ
ば
、

二
四
時
（
四
八
時
間
、
二
日
）
で
江
戸
に
通
達
で
き
る
。
そ
れ

で
江
戸
よ
り
照
会
が
あ
っ
た
。
し
か
し
蜂
は
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
ご
ろ
に
取
り
や

め
に
な
っ
て
い
る
。
多
良
巌
が
の
ろ
し
山
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
地
元
の
役
人
た
ち
も

全
然
知
ら
な
い
と
い
っ
て
い
た
。
多
良
巌
か
ら
雷
獄
、
脊
振
山
か
ら
雷
巌
へ
の
見
渡
し

に
つ
い
て
調
査
指
示
が
あ
っ
た
の
で
、
現
地
に
赴
き
、
山
型
も
参
照
し
て
下
絵
を
作
成

し
、
老
中
大
久
保
下
野
守
（
常
春
）
に
届
け
た
。



享
保
に
は
過
去
の
蜂
火
が
全
く
忘
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
文
化
五
年
（
一

八
O
八
）
フ
ェ

l
ト
ン
号
事
件
で
藩
主
が
閉
門
、
家
老
が
切
腹
と
い
う
事
態
に
な
っ
て
、

緊
張
が
走
っ
た
。
各
藩
も
本
腰
を
入
れ
て
蜂
を
再
整
備
し
た
。

松
尾
禎
作
氏
が
紹
介
し
た
史
料
（
徴
古
館
所
蔵
『
佐
賀
藩
政
時
代
諸
控
文
書
抜
書
留

書
」
第
四
巻
）
中
の
二
点
を
み
よ
う
（
紅
露
生
『
非
常
時
警
報
機
関
と
し
て
の
幕
末
北

九
州
蜂
火
台
』
、
紅
露
生
H
松
尾
禎
作
）
。
重
要
箇
所
を
口
語
訳
す
る
。

長崎街道沿いの蜂火台

鍋
島
寛
太
夫
ほ
か
七
人
か
ら
米
倉
権
兵
衛
ら
＝
一
名
（
長
崎
警
備
に
当
た
っ
て
い
る

佐
賀
藩
士
か
）
に
宛
て
た
（
文
化
五
年
）
十
一
月
三
日
の
書
状

御
領
内
の
峰
火
を
手
当
す
る
場
所
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
や
は
り
ま
ず
最
初
に
内
輪

限
り
（
佐
賀
藩
だ
け
）
の
実
験
を
し
て
み
な
け
れ
ば
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
先
に
決
定
し
て
い
た
多
良
岳
の
（
尾
ば
へ
）
「
小
峰
」
と
朝
日
山
の
二
カ
所
（
＊

こ
の
二
カ
所
は
他
領
か
ら
、
お
よ
び
他
領
へ
の
受
け
継
ぎ
と
し
て
既
に
長
崎
奉
行
・
福

岡
藩
と
協
議
し
決
定
済
み
で
あ
っ
た
）
を
取
り
繋
ぐ
山
と
し
て
、
筒
名
山
と
岩
田
村
の

火
ノ
隈
山
に
手
配
を
し
た
（
こ
の
こ
と
は
先
に
連
絡
し
た
と
お
り
）
。
こ
の
つ
な
ぎ
の

両
所
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
高
さ
一
丈
（
三

m
）
余
り
、
四
方
二
間
（
一
一了
六

m
）
ず
つ
に

薪
・
柴
等
を
積
み
立
て
、
去
月
（
十
月
）
二
十
二
日
昼
夜
両
度
に
亘
っ
て
（
四
つ
の
山

で
）
焚
き
試
し
を
行
っ
て
み
た
。
朝
日
山
・
多
良
岳
、
そ
し
て
御
城
下
の
三
カ
所
で
遠

見
を
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
折
節
天
気
も
良
く
、
昼
も
夜
も
一
応
見
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

も
っ
と
も
（
我
々
も
見
た
）
城
下
か
ら
の
見
取
り
に
つ
い
て
い
え
ば
筒
名
山
・
火
ノ
隈

山
は
そ
れ
ほ
ど
遠
い
山
で
も
な
い
の
に
、
昼
は
煙
ば
か
り
が
見
え
（
＊
「
煙
斗
相
見
え
」

と
あ
る
か
ら
、
煙
以
外
の
色
・
本
数
な
ど
が
要
求
さ
れ
て
い
た
も
の
か
）
、
夜
の
火
も

よ
う
や
く

一
抱
き
程
だ
っ
た
（
こ
な
い
し
三
の
本
数
の
認
知
が
要
求
さ
れ
て
い
た
も
の

か
）
。
多
良
岳
・
朝
日
山
は
な
お
さ
ら
遠
い
場
所
だ
。
出
向
い
て
い
っ
た
担
当
者
た
ち

は
か
す
か
で
、
た
よ
り
な
い
も
の
だ
っ
た
と
い
っ
て
い
た
。
実
験
で
は
前
々
か
ら
の
規
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定
に
書
い
て
あ
る
と
お
り
の
分
量
に
薪
を
積
ん
だ
は
ず
な
の
に
、
こ
ん
な
わ
ず
か
な
火

と
は
。
天
気
が
良
く
て
も
こ
れ
で
は
、
雨
や
霧
の
時
は
行
き
届
か
な
い
か
も
し
れ
な
い

と
は
思
う
。
だ
が
、
晴
天
で
あ
れ
ば
「
可
也
」
（
か
な
り
）
届
く
こ
と
も
確
認
で
き
た
。

着
任
さ
れ
た
曲
淵
様
の
用
人
か
ら
、
試
し
焚
き
を
す
る
よ
う
命
令
さ
れ
る
は
ず
だ
か
ら
、

筑
前
の
担
当
役
人
達
と
も
「
得
と
」
連
絡
を
取
っ
て
お
く
よ
う
に
（
下
略
）
。

『追
而
書
」

長
崎
放
火
（
蜂
火
）
山
で
は
薪
の
積
み
方
は
何
と
お
り
ほ
ど
あ
る
の
か
、
焚
き
方
も

特
別
の
や
り
方
が
あ
る
の
か
、
昼
の
燃
や
し
方
と
夜
の
焚
き
方
と
で
違
い
が
あ
る
の
か
、

そ
の
こ
と
を
聞
き
合
わ
せ
て
ほ
し
い
。
こ
の
前
の
内
々
の
予
行
演
習
で
は
昼
は
八
つ
半

（
午
後
三
時
）
、
夜
は
暮
れ
六
つ
半
（
午
後
七
時
）
だ
っ
た
。
元
の
火
（
長
崎
放
火
山
）

は
焚
く
時
間
も
決
ま
っ
て
お
り
、
先
方
に
伝
達
す
れ
ば
そ
れ
で
終
わ
る
わ
け
で
、

一
昼

夜
焚
き
続
け
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
練
習
と
い
っ
て
も
き
ち
ん
と
（
決
め
ら
れ
た
と

お
り
の
分
量
を
燃
や
す
な
ど
）
す
べ
き
だ
と
思
う
の
だ
が
｜
｜
｜
。
と
に
か
く
振
れ
合

い

（方
向
か
）
な
ど
綿
密
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。
な
お
三
笠
郡
天
山
（
朝
日
山
の
火
を

受
け
と
る
筑
前
側
の
山
H
天
山
集
落
東
の
出
崎
、
宮
地
岳
の

一
角
、
南
方
）
の
方
位
に

つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
が
、
方
向
は
丑
（
北
北
東
）
に
あ
た
り
、
里
数
は
三
里
半
余
り
に

あ
る
小
粒
山
で
あ
る
。
近
々
そ
の
あ
た
り
で
筑
前
藩
で
も
内
々
の
試
し
焚
き
を
す
る
と

い
う
こ
と
を
聞
い
て
い
る
。
そ
の
こ
と
も
承
知
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。
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肥
前
の
蜂
火
（
放
火
）
掛
か
ら
、
筑
前
側
の
受
け
継
ぎ
の
天
山
蜂
火
台
の
あ
る
原

田
代
官
に
宛
て
た
（
文
化
六
年
）
正
月
二
十
日
の
書
状

そ
ち
ら
様
（
筑
前
側
）
も
御
当
番
ご
苦
労
さ
ま
で
ご
ざ
い
ま
す
。
放
火
の
試
し
焚
き

に
つ
い
て
は
我
が
方

（佐
賀
領
）
も
本
日
二
十
日
の
実
施
で
準
備
が
で
き
て
い
る
の
か
、

と
確
認
の
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
長
崎
で
の
相
談
の
結
果
、
今
日
二
十
日
、

二
十
三
日
、
二
十
五
日
の
三
日
の
聞
に
一
回
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
佐
賀
か
ら
も

指
令
が
来
て
い
ま
す
。
わ
が
方
で
は
今
日
二
十
日
申
の
上
刻

（午
後
四
時
）
、
養
父
郡

朝
日
山
で
揚
げ
ま
す
。
長
崎
放
火
山
の
「
御
揚
試
」
は
申
の
上
刻
と
画
の
上
刻

（午
後

B 



六
時
）
の
昼
・
夜
の
二
度
行
い
ま
す
。
た
だ
し
佐
賀
領
内
で
の
「
移
取
」
の
末

（
最
後
）

に
な
る
朝
日
山
か
ら
、
あ
な
た
さ
ま
の
（
筑
前
）
三
笠
郡
天
山
に
さ
ら
に
延
長
し
て
「
移

合
」
わ
す
件
に
つ
い
て
は
、
き
ち
ん
と
決
め
て
お
ら
ず
、
連
絡
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
佐
賀
城
よ
り
指
示
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
筑
前
に
ま
で
延
長
す
る
手
は
ず

を
い
た
し
ま
す
。

ま
た
朝
日
山
の
放
火
の
場
所
に
つ
い
て
お
尋
ね
で
す
が
、
こ
の
山
は
小
粒
山
な
の
で

左
右
の
見
極
め
が
難
し
く
、
最
初
は
山
の
頂
上
と
決
め
て
い
ま
し
た
が
、
あ
な
た
様
の

放
火
場
が
天
（
山
）
の
東
の
出
崎
に
な
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
見
込
み
で
す
と
、

中
腹
（
か
ら
揚
げ
る
こ
と
）
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
き
ち
ん
と
佐
賀
城
と
相
談
し
て
お

答
え
す
べ
き
で
す
が
、
（
今
日
の
実
施
で
）
も
う
間
に
合
い
ま
せ
ん
の
で
と
り
あ
え
ず

連
絡
し
ま
す
。
ほ
か
の
こ
と
は
後
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

こ
の
後
、
文
化
六
年
（

一
八
O
九
）
に
亀
井
昭
陽
ら
が
福
岡
藩
の
峰
に
従
事
し
た
。

亀
井
昭
陽
は
福
岡
藩
の
儒
者
で
、
藩
内
抗
争
と
甘
業
館
廃
校
に
と
も
な
い
免
官
、
こ
の

時
に
蜂
火
番
と
な
っ
た
。
六
岳
、
淘
籍
岳
（
し
よ
う
け
ご
え
）
、
天
山
・
四
王
寺
山
・
石
峰
・

龍
王
巌
の
諸
山
に
登
り
、
蜂
火
番
の
任
に
つ
き
、
記
録
『
蜂
山
日
記
』
を
著
し
た
。

，－－『、

一一
、、ー’

佐
賀
県
内
・
長
崎
街
道
沿
い
の
蜂
火
山

次
に
県
内
の
蜂
火
山
の
現
状
を
報
告
す
る
。

A

風
早

史
料
上
「
高
木
郡
風
早
」
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
高
木
郡
（
高
来
郡
）
な
ら
長
崎
県

内
だ
が
、
久
保
山
氏
の
論
考
で
は

藤
津
郡
多
良
村
、
長
崎
街
道
粒
露
坂
上
方
の
蜂
火
山

『
諌
早
市
史
」
で
は

藤
津
郡
多
良
村
風
配
税
露
峠
直
上

と
あ
る
。

藤
津
郡
太
良
町
蜂
火
山
に
つ
い
て
は
平
成

一
一
年
ご
ろ
に
長
崎
県
教
委
の
歴
史
の

道
・
長
崎
街
道
調
査
時
に
湯
江
小
峰
と
と
も
に
調
査
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
小
長
井
町

古
賀
木
場
鳥
越
の
中
島
忠
氏
、
太
良
町
船
倉
の
大
岡
峯
広
氏
夫
人
、
同
広
谷
の
宮
崎
栄

義
氏
か
ら
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。

標
高
五
一
八

m
の
山
を
カ
、
ザ
ハ
ヤ
と
呼
ぶ
。
湯
江
小
峰
の
火
を
受
け
る
。
粒
露
坂
に

つ
い
て
は
今
日
小
字
風
早
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
以
前
は
「
ツ
ブ
ロ
ゴ

l
」
と
い
っ

た
と
の
こ
と
、
字
は
「
粒
呂
川
」
だ
ろ
う
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
現
在
の
太
良
町
小
字
図

に
は
見
え
な
い
が
、
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
・
佐
賀
県
・
巻
末
小
字

一
覧
に
は
「
粒
ロ
川
」

と
あ
る
。
ツ
ブ
ロ
川
は
ツ
ブ
ロ
を
流
れ
て
い
る
川
で
、
ツ
ブ
ロ
坂
は
そ
こ
に
い
た
る
坂

で
あ
ろ
う
か
ら
、
現
在
の
風
早
に
登
る
北
の
坂
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
近
世
史
料
に
出

て
く
る
蜂
火
山
「
風
早
」
も
、
久
保
論
文
・
『
諌
早
市
史
』
の
山
も
、
こ
の
山
で
あ
る
。

『太

良
町
誌
」
に
は
一
辺
二
五
m
四
方
の
石
積
み
が
み
ら
れ
る
と
あ
る
が
、
宮
崎
氏
は
頂
上

に
は
何
も
な
い
と
す
る
（
『
長
崎
県
地
方
史
だ
よ
り
』
）
。
山
部
淳
報
告
で
は
井
崎
氏
よ

り
の
聞
き
取
り
と
し
て
、
む
か
し
は
相
撲
の
土
俵
の
よ
う
な
形
で
あ
っ
た
と
報
告
し
て

い
る
が
、
現
況
で
は
確
認
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。

風
早
の
蜂
火
台
は
多
良
岳
蜂
火
台
（
湯
江
小
峰
・
多
良
岳
尾
ば
へ
小
峰
）
か
ら
火
受

け
し
た
。
尾
ば
へ
は
「
う
l
ば
え
」
で
山
麓
・
中
腹
の
意
味
で
あ
る
。
標
高
四
六
二
m

の
山
に
遺
構
が
あ
っ
て
、
高
来
町
教
育
委
員
会
で
道
標
を
立
て
て
い
る
。
国
土
地
理
院

地
図
に
蜂
火
山
の
記
載
が
あ
る
が
（
五
五
四

・三

m
）
、
多
良
岳
小
峰
蜂
火
台
は
そ
の

東
に
あ
っ
て
、
山
頂
よ
り
一

O
O
m
ほ
ど
低
い
（
野
中
氏
『
小
峰
蜂
火
山
探
訪
記
』
史

談
あ
れ
こ
れ
）
。

小
峰
と
風
早
聞
の
距
離
は
わ
ず
か
六
回
弱
に
過
ぎ
な
い
。
風
早
か
ら
佐
留
志
に
伝
達

し
た
。
そ
の
聞
は
二
八
回
。
こ
の
距
離
は
長
崎

l
多
良
岳
小
峰
聞
と
同
等
で
あ
る
。
佐

賀
城
内
と
の
直
線
距
離
は
三
八
回
に
な
る
。
佐
賀
城
内
に
も
遠
見
が
あ
っ
た
。
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